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自分達の住んでいる地域を学ぼうと、牧之原管内の小学４
年生から６年生の児童60人が、牧之原揚水機場を訪れました。
児童達は、担当職員の案内で大型のポンプ設備や用水を送

るコントロールタワーの役目をもつ中央操作室などの施設設
備を見学、児童の１人が、突然「うワーっ！ヒミツ基地みた
～い！」との一言には場内爆笑の渦に。
児童達は、職員から「なぜ牧之原台地には川がないのか」

また、「大井川の水はどのようにして送られ、何のために使
われるのか」などの説明に耳を傾け、そしてこの水は、牧之
原の茶栽培にとって重要な農業用水であると同時に、地域に
住む多くの人達が安心して暮らせるための防災や防火にも使
われる「地域の水」としての大きな役割も担っているなど、
大井川の有効利用と水の大切さについての勉強をしました。

牧之原農業用水は地域の水としての役割も
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異
常
気
象
の
傾
向
が
顕
著
に

組
合
員
の
皆
様
、
関
係
の
皆
様
に
は

日
頃
、
牧
之
原
畑
総
事
業
の
推
進
に
つ

き
ま
し
て
、
格
別
な
ご
尽
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
を
顧
み
ま
す
と
、
ま

さ
に
地
球
規
模
で
発
生
し
て
お
り
ま
す

「
異
常
気
象
」
の
傾
向
が
一
層
顕
著
と

な
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
夏
場
前
半
の
長
雨
、
後
半
の
高

温
気
象
、
そ
し
て
こ
の
冬
、
日
本
列
島

は
平
年
よ
り
一
・
五
度
程
高
い
暖
冬
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
迎
え
た
待

望
の
今
年
の
一
番
茶
は
、
総
じ
て
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
と
承
知
を
致
し
て
お

り
、
今
後
こ
の
打
開
策
と
し
て
、
需
要

拡
大
や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
、
有

効
な
手
だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
と
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
大
歴
史
的
な
過
渡
期
に

さ
て
、
当
牧
之
原
地
域
は
ご
案
内
の

よ
う
に
、
平
成
二
十
一
年
の
静
岡
空
港

開
港
を
目
前
に
控
え
、
国
内
外
を
問
わ

ず
人
の
出
入
り
や
、
ま
た
、
様
々
な
産

業
の
進
出
、
交
流
と
農
業
農
村
の
み
な

ら
ず
地
域
住
民
生
活
ま
で
に
関
わ
る
一

大
歴
史
的
な
過
渡
期
に
さ
し
か
か
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

牧
之
原
農
業
用
水
も
、
農
業
生
産
性

の
向
上
を
目
指
す
こ
と
は
無
論
の
こ
と

今
や
、
地
域
の
防
火
・
防
災
用
水
と
し

て
の
、
い
わ
ゆ
る
地
域
用
水
と
し
て
の

役
割
と
使
命
を
担
い
、
地
域
の
発
展
の

た
め
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

百
四
十
年
前
、
こ
の
牧
之
原
へ
の
開

墾
を
勧
め
た
あ
の
勝
海
舟
も
こ
こ
ま
で

の
発
展
は
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
か
と
思
う
と
感
慨
無
量
の
感

を
致
し
ま
す
。

県
営
事
業
計
画
変
更
と
予
算

次
に
、
県
が
十
六
年
度
か
ら
進
め
て

い
ま
す
県
営
事
業
の
計
画
変
更
に
つ
い

て
で
す
が
、
改
良
区
と
致
し
ま
し
て
は
、

必
要
な
事
務
作
業
に
全
面
協
力
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
と
に
、
関
係
組
合
員
の
方
々
へ
の

地
元
説
明
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元

役
員
・
総
代
の
皆
様
方
に
は
、昼
夜
を
分

か
た
ず
、
ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

浜
岡
、
御
前
崎
、
小
笠
、
島
田
、
掛
川
、

金
谷
の
各
地
区
と
も
、
説
明
会
・
同
意

取
得
等
、
極
め
て
順
調
に
処
理
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
十
九
年
度
は
、
残
る
榛
原
、
相

良
、
菊
川
地
区
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
九
年
度
県
営
事
業
の
予
算

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
に
は
計
画
変
更

を
考
慮
し
た「
牧
之
原
地
区
」の
実
態
に

即
し
た
予
算
配
分
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
計
画
変
更
に
も
事
業
執
行
に

も
、
引
き
続
き
関
係
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
牧
之
原
畑
総
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
事
業
着
手
か
ら
三
十
年
余
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
一
部
の
地
区
を
残
し
、

平
成
十
九
年
度
を
も
ち
ま
し
て
、
な
ん

と
か
初
期
の
目
的
で
あ
る
「
台
地
へ
の

水
利
の
導
入
」
や
「
農
道
網
の
整
備
」

と
い
っ
た
一
定
水
準
の
整
備
が
完
成
を

見
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
た

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

し
か
し
、現
状
で
は
、茶
畑
の
形
状
が

不
均
一
で
あ
っ
た
り
、耕
作
道
、枕
地
が

な
い
茶
畑
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
入
り
組
ん

で
、
機
械
化
が
困
難
な
工
区
も
未
だ
数

多
く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
環
境
下
で
茶
生
産
地
と
し
て
生
き
残

る
た
め
に
は
、「
安
全
、
安
心
」
を
基
本

と
し
た
ブ※

１

ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
や
ト※

２

レ
サ

ビ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
経
営
規

模
の
拡
大
や
乗
用
型
茶
園
管
理
機
の
導

入
を
推
進
し
、
生
産
性
の
向
上
と
農
作

業
の
省
力
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
既
成
茶
園
の
区
画
整
理

や
耕
作
道
、
枕
地
拡
幅
等
の
整
備
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
手
段
と
し
て
①
小

区
画
規
模
工
事
に
よ
る
工
事
期
間
の
短

縮
、
②
工
法
選
択
方
式
に
よ
る
整
備
費

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
③
地
図
情
報
シ
ス

テ
ム
活
用
に
よ
る
合
意
形
成
の
ス
ピ
ー

ド
化
等
に
よ
り
、「
安
く
て
早
く
で
き

る
」
基
盤
整
備
を
推
奨
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ 

牧
之
原
畑
地
総
合
整
備

土
地
改
良
区

理
事
長

和
田
秀
雄

地
域
用
水
と
し
て
の

役
割
と
使
命
を

静
岡
県
牧
の
原

農
業
用
水
建
設
事
務
所

所
長荻

野
博
己

安
く
て
早
く
で
き
る

基
盤
整
備
を

※
１
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
と
は

あ
る
商
品
銘
柄
に
対
し
て
、
社
会
や

消
費
者
が
抱
く
印
象
。

※
２
ト
レ
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
と
は

『
栽
培
履
歴
』
と
い
う
意
味
。

生
産
物
が
生
産
（
飼
育
）
さ
れ
て
か

ら
店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
過
程
等
を
追

跡
で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
。
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全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
が
、
三

月
二
十
八
日
、
島
田
市
金
谷
夢
づ
く
り

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
午
前
九
時
三
十
分
に
伊
藤

幸
雄
副
理
事
長
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
和
田
秀
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、

理
事
長
表
彰
を
は
さ
み
、
当
日
ご
臨
席

を
頂
い
た
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
は
、
議
長
に
御
前
崎
市
の
戸
塚

敦
彦
総
代
が
選
出
さ
れ
、
承
認
議
案
の

「
十
七
年
度
事
業
報
告
」
ほ
か
十
四
件
、

議
決
議
案
の
「
十
九
年
度
一
般
会
計
予

算
」
ほ
か
九
件
が
上
程
さ
れ
全
議
案
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
報

告
事
項
と

し
て
、
事

務
局
か
ら
、

県
営
牧
之

原
掛
川
・

金
谷
地
区

の
計
画
変

更
に
つ
い

て
と
、
東

遠
工
業
用

水
道
に
つ

い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
紅
林
啓
美
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
、
総
代
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

三
用
水
組
合
に

総
代
会
に
お
い
て
、
組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
健
全
な
運
営
を
続
け
て
い
る

組
合
に
対
し
て
、
そ
の
功
績
を
称
え
る

理
事
長
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
土
地
改
良
区
表
彰
規

程
に
基
づ
き
、
表
彰
審
議
会
に
お
い
て

対
象
と
な
る
個
人
、
及
び
組
合
を
理
事

長
が
総
代

会
に
お
い

て
表
彰
す

る
も
の
で

す
。今

回
、

表
彰
さ
れ

た
組
合
は

左
掲
の
と

お
り
で
す
。

平
成
十
八
年
度 

　
通
常
総
代
会
報
告 

理

事

長

表

彰
【写真、右から、左記受賞組合の組合長さん】

鮒
木
畑
地
用
水
組
合
（
掛
川
地
区
） 

大
原
畑
地
用
水
組
合
（
掛
川
地
区
） 

西
原
畑
地
用
水
組
合
（
金
谷
地
区
） 

組　合　賞 

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出 

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出 

平成17年度　一 般 会 計 決 算 平成19年度　一 般 会 計 予 算  

平成17年度　管理費特別会計決算 平成19年度　管理費特別会計予算 

収　入 
2,511,670千円 

支　出 
2,499,874千円 

収　入 
108,857千円 

支　出 
102,438千円 

収　入 
2,504,456千円 

支　出 
2,504,456千円 

収　入 
106,560千円 

支　出 
106,560千円 

収入総額 2,511,670千円 
支出総額 2,499,874千円 
差引残額 11,796千円 
 （次年度へ繰越） 

収入総額 108,857千円 
支出総額 102,438千円 
差引残額 6,419千円 
 （次年度へ繰越） 

　
慎
重
審
議
さ
れ
た
総
代
会 

　
慎
重
審
議
さ
れ
た
総
代
会 
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昨
年
度
ま
で
、
十
地
区
の
当
事
業
も

本
年
度
は
七
地
区
の
整
備
と
な
り
、
十

九
年
度
は
掛
川
、
金
谷
、
相
良
、
榛
原

の
四
地
区
が
完
了
予
定
地
区
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

三
十
有
余
年
の
長
き
を
経
過
し
た
事

業
も
時
代
の
流
れ
、
そ
し
て
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
、
茶
耕
作
に
携
わ
る

皆
様
要
望
の
変
化
等
、
現
在
と
未
来
に

適
合
し
た
整
備
が
望
ま
れ
て
い
る
の
が

実
情
で
す
。

県
内
各
所
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
茶
工
場
の
閉
鎖
、
遊
休
茶
園
が
周

辺
に
与
え
る
悪
影
響
な
ど
悩
み
は
尽
き

ま
せ
ん
が
、
今
騒
が
れ
始
め
て
い
る
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
―
ム
対
策
に
も

絶
大
な
効
果
の
見
込
ま
れ
る
緑
茶
は
日

本
人
に
と
っ
て
重
要
な
心
と
健
康
に
必

要
な
趣
向
品
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
予
算
も
要
求
と
お
り
、
ほ
ぼ

満
額
に
近
い
割
り
当
て
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
大
切
な
予
算
を
組
合
員
皆
様

全
員
が
満
足
さ
れ
ま
す
よ
う
職
員
一
丸

と
な
っ
て
執
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

見
直
し
を
図
り
、
事
業
を
完
了
さ
せ

る
上
で
事
務
手
続
き
と
し
て
必
要
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
が
、「
法
手
続
き
」

で
す
。

平
成
十
四
年
度
の
理
事
会
、
十
五
年

度
の
総
代
会
で
承
認
を
受
け
た
『
事
業

計
画
変
更
の
基
本
方
針
･
変
更
条
件
』

に
沿
っ
て
地
区
の
事
業
量
、
事
業
費
の

洗
い
出
し
を
行
い
、
現
状
の
地
元
要
望

事
業
計
画
に
つ
い
て
審
査
を
受
け
る
も

の
で
す
。

本
年
度
は
相
良
・
榛
原
地
区
を

昨
年
は
掛
川
、
金
谷
地
区
に
つ
い
て

関
係
者
の
皆
様
か
ら
同
意
の
徴
集
に
ご

尽
力
、
ご
協
力
を
頂
き
、
九
十
六
％
以

上
の
比
較
的
高
い
同
意
を
頂
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
相
良
・
榛
原
地
区
で
同
様

の
作
業
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
関
係
者
全
員
の
皆
様
に
よ
り
ご
協

力
頂
け
ま
す
様
、
各
所
に
お
い
て
説
明

会
を
開
催
し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
お

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前

に
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
是
非

参
加
さ
れ
ま
し
て
納
得
の
上
同
意
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

前
年
に
比
べ
、
対
象
と
な
る
受
益
者

数
も
遥
か
に
多
く
大
変
な
作
業
と
な
り

ま
す
こ
と
は
、
県
・
市
・
改
良
区
の
担

当
者
も
覚
悟
は
し
て
お
り
ま
す
が
、
重

ね
て
ご
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
菊
川
地
区
の
事
業
計

画
変
更
の
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
地
区
完
了
の
最
終
形
と
な
り
ま
す

の
で
、
関
係
者
全
員
で
ご
検
討
、
ご
討

議
頂
き
ま
し
て
、
事
業
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
の
結
果
を
残
し
た
く
我
々
も

市
・
改
良
区
と
の
調
整
を
図
り
有
終
の

美
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
施
設
使
用
協
定
を

最
近
の
農
業
農
村
整
備
事
業
を
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。

最
初
に
、『
災
害
時
に
お
け
る
施
設

使
用
に
関
す
る
協
定
書
』
の
締
結
を
進

め
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
は
、
島
田
市
、
消
防

組
合
と
改
良
区
、
用
水
組
合
と
の
間
に

て
協
定
を
結
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
火
災
、

地
震
、
風
水
害
、
そ
の
他
の
災
害
発
生

時
に
は
国
営
、
県
営
農
業
水
利
施
設
を

多
目
的
に
防
火
用
水
や
生
活
雑
配
水
と

し
て
利
用
で
き
る
も
の
で
す
。
今
後
、

他
の
四
市
に
つ
い
て
も
早
急
に
協
定
書

の
締
結
を
お
願
い
し
て
き
ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
と
は

地
域
ぐ
る
み
の
効
果
の
高
い
共
同
活

動
や
環
境
重
視
の
営
農
活
動
に
対
し
て

支
援
す
る
『
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
』
事
業
で
す
。
難
し
く
考
え
な

い
で
下
さ
い
。

私
の
生
ま
れ
た
田
舎
で
は
子
供
の
頃

年
に
数
回
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
道
普

請
や
水
路
の
泥
上
げ
草
刈
を
協
力
し
て

行
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
農

家
だ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
取
組
み
に
対
し
て
補
助
支
援

を
し
て
い
く
内
容
で
す
。

詳
し
く
は
中
遠
、
志
太
榛
原
農
林
事

務
所
又
は
、
牧
の
原
農
業
用
水
建
設
事

務
所
の
各
計
画
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

平
成
十
九
年
度 

　
県
営
事
業
に
つ
い
て 

現
行
の
畑
総
事
業
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
ま
す

平成19年度県営事業地区別執行予算額

基
本
方
針
に
沿
っ
た

事
業
の
見
直
し
を

新
た
な
取
組
み
に
つ
い
て

静
岡
県
牧
の
原
農
業
用
水
建
設
事
務
所

技
監
兼
事
業
課
長
　
高
橋
正
司
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牧
之
原
農
業
用
水
の
よ
う
な
水
利
施

設
は
、
単
に
農
業
の
生
産
面
の
み
だ
け

で
な
く
、
地
域
住
民
の
生
活
面
に
お
い

て
も
活
用
を
図
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、

つ
い
て
は
そ
の
施
設
の
維
持
管
理
や
運

用
に
つ
い
て
、
県
や
市
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
方
々
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ

て
、
地
域
と
土
地
改
良
区
が
連
携
す
る

新
た
な
施
設
管
理
の
体
制
を
作
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
二
年
度
に
創

設
さ
れ
、
五
年
間
実
施
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
十
七
年
度
に
新
た
に
制
度

も
拡
充
さ
れ
五
年
間
実
施
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
三
つ
の
柱
か
ら
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。

漓
新
た
な
管
理
の
体
制
の
計
画
を
つ
く

る
こ
と
。

滷
関
係
者
で
話
し
合
う
協
議
会
を
つ
く

り
、
自
治
会
や
地
域
活
動
を
す
る
団

体
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
。

昔
か
ら
地
形
的
に
水
利
の
乏
し
い
牧

之
原
に
と
っ
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

が
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
防
火

防
災
用
水
と
し
て
の
役
割
も
受
け
持
つ

こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

牧
之
原
地
区
に
関
係
す
る
各
市
の
消

防
署
や
地
域
の
消
防
団
と
「
い
ざ
」
と

い
う
時
の
場
合
を
想
定
し
た
水
利
施
設

の
使
用
法
に
関
す
る
「
協
定
書
」
の
締

結
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
、
大

事
な
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
農
家
で
な

い
地
域
住
民
の
方
々
の
参
画
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

牧
之
原
農
業
用
水
は
、
牧
之
原
地
域

に
住
む
全
て
の
人
々
の
水
利
施
設
と
し

て
活
用
を
し
て
い
く
た
め
、
施
設
の
点

検
や
保
全
を
み
ん
な
で
行
い
、
地
域
の

財
産
と
し
て
施
設
の
長
持
ち
を
し
て
い

く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地
域
と
連
携
を
し
て
進
め
る
事
業 

　
　
〜
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備 

　
　
　
　
　
　
　
促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）〜 

こ
の
事
業
の
趣
旨
は
…

牧
之
原
農
業
用
水
は
…

協
定
書
の
締
結
を
…

施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
…

こ
の
事
業
は
い
つ
か
ら
…

こ
の
事
業
の
内
容
は
…

澆
水
利
施
設
が
も

っ
て
い
る
機
能

を
実
践
を
し
て

い
く
こ
と
。
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牧
之
原
畑
総
事
業
に
よ
る
畑
か
ん
施

設
整
備
は
、
最
初
に
貯
水
槽
を
造
り
、

水
を
見
て
使
っ
て
頂
き
、
次
の
要
望
で

給
水
栓
ま
で
を
整
備
、
さ
ら
に
次
の
要

望
で
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ま
で
整
備
す
る

と
い
う
よ
う
に
、
段
階
的
に
行
っ
て
お

り
ま
す
。

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
将
来
は

少
雨
に
よ
る
茶
樹
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
散
水
施

設
が
整
備
さ
れ
た
畑
は
、
施
設
を
即
座

に
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
給

水
栓
利
用
ま
で
の
畑
に
つ
い
て
は
、
利

用
頻
度
が
落
ち
る
傾
向
や
施
設
の
利
用

効
率
が
悪
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
土
地
改
良
区
で
は
、
も
っ
と

利
用
頻
度
を
高
め
て
頂
く
為
に
、
Ｐ
Ｒ

や
ア
ド
バ
イ

ス
を
広
く
行

っ
て
い
く
こ

と
を
考
え
て

い
ま
す
。

利
用
頻
度

や
利
用
効
率

を
ア
ッ
プ
さ

せ
る
に
は
、給

水
栓
か
ら
の

利
用
を
汲
み

置
き
式
か
ら

直
接
散
水
等

に
替
え
て
い

く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、

畑
ま
で
の
距

離
が
あ
っ
た

り
・
給
水
栓

の
数
が
少
な

か
っ
た
り
と

問
題
も
多
く
あ
る
こ
と
、
又
水
使
用
量

に
応
じ
た
管
理
費
の
負
担
を
し
て
頂
く

こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
う
簡
単
に
は
進
ま

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
施
し
て
い
か

な
い
と
今
後
、
組
合
運
営
が
大
変
に
な

っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
各
用
水
組
合
内
で
の
意
見
集
約
が

大
事
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

用
水
組
合
と
し
て
、
ど
う
対
応
し
た

ら
よ
い
か
、
な
ど
ご
質
問
等
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
土
地
改
良
区
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

平
成
十
八
年
度
通
常
総
代
会
に
お
い

て
、
三
用
水
組
合
が
理
事
長
表
彰
を
受

賞
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
中
の
金
谷
地
区
・
西

原
畑
地
用
水
組
合
の
紹
介
を
し
ま
す
。

〜
西
原
畑
地
用
水
組
合
〜

（
島
田
市
金
谷
地
区
）

西
原
畑
地
用
水
組
合
は
、
牧
之
原
台

地
の
北
部
に
位
置
し
、
金
谷
十
三
、
十

四
工
区
が
一
つ
に
な
っ
て
出
来
た
用
水

組
合
で
、
平
成
三
年
十
月
二
十
九
日
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
組
合
は
、
組
合
長
・
副
組
合

長
・
経
理
部
長
・
管
理
部
長
が
各
一
名

に
、
監
事
二
名
の
六
名
に
よ
る
役
員
が
、

組
合
員
数
百
三
十
八
名
か
ら
な
る
大
所

帯
の
組
合
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
い
ま

す
。受

益
面
積
も
全
体
で
約
四
十
六
㌶
。

内
、
第
一
ス
テ
ー
ジ
施
設
（
給
水
ス
タ

ン
ド
）
約
二
十
六
㌶
、
第
二
ス
テ
ー
ジ

施
設
（
給
水
栓
）
約
八
㌶
、
第
三
ス
テ

ー
ジ
施
設
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
）
約
十

二
㌶
が
設
置
さ
れ
、
多
様
な
施
設
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
組
合
員
は
各

施
設
の
特
性
を
生
か
し
た
有
効
な
水
利

用
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
組
合

員
一
丸
と
な
っ
た
適
正
な
維
持
管
理
の

も
と
茶
園
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。

優
良
表
彰
組
合
の
紹
介 

蜷
西
原
畑
地
用
水
組
合
の
役
員
さ
ん

（
前
列
は
歴
代
の
組
合
長
さ
ん
）

蜻
ポ
ン
プ
場
施
設
（
φ
80
㎜
ポ
ン
プ
二
台
設
置
）

畑
か
ん
施
設 

　
　
　
　
利
用
方
法
の
紹
介 

蜷
直
接
ホ
ー
ス
に
よ
る
か
ん
水

蜻点滴チューブによるかん水

▼レインガンによるかん水

aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa
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土
地
改
良
区
で
は
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
突
発
的
維
持
管
理
経
費
負
担
へ
の

備
え
か
ら
、
保
険
会
社
と
交
渉
を
行
い
、

平
成
十
一
年
度
か
ら
施
設
管
理
保
険
を

創
設
し
、
用
水
組
合
及
び
水
利
用
工
区

向
け
に
図
の
よ
う
な
六
種
類
の
保
険
を

創
設
し
ま
し
た
。

申
込
方
法
は
、
毎
年
三
月
初
旬
に
関

係
資
料
を
組
合
長
さ
ん
宛
へ
郵
送
連
絡

し
、
加
入
希
望
の
組
合
に
は
三
月
下
旬

ま
で
に
申
込
書
と
掛
金
を
土
地
改
良
区

に
振
り
込
ん
で
頂
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

今回から始まる牧之原用水施設の紹介シリーズ。第１弾は
『牧之原揚水機場』です。
大井川の水を牧之原の台地に運ぶ用水施設の中で、一番の心
臓部にあたる場所が、この牧之原揚水機場（所在地：島
田市大代）です。ここには、大井川から取り入れた水を
貯める吸水槽という水槽や、その水を牧之原台地の高台
まで押し上げるための揚水ポンプがあり、その力はなん
と一気に170ｍも水を押し上げてしまう力持ちです。
また、揚水機場内には中央管理室という色々な機械を

扱う操作室があり、水源地の長島ダムから流れてきた水
を川口取水工（取水施設）から取り入れるゲートの操作
を行ったり、揚水ポンプの運転・停止の指示を出したり
しています。さらに牧之原全体で使われている農業用水
の監視や配水も行えるようになっており、今、どこの地
区で水を必要としているかを監視操作卓で確認し、各地
区にある調整水槽という大きな水槽（５千トン～１万ト
ン）に遠隔操作によって配水しています。
牧之原揚水機場は、農業用水の取水・揚水・配水を一

手に行える、コントロールタワーの役目を持つスーパー
マン迴なのです。

牧之原揚水機場

牧之原用水施設の紹介 
シリーズ第 1弾 
～牧之原揚水機場～ 

揚水機場はスーパーマン迴

監視操作卓

牧之原台地上にある
大きい水槽（調整水
槽）の水位を確認し、
水を必要としている
地区への配水をして
います。

揚水ポンプ施設

大井川の水を牧之原
台地上170mの高さ
まで一気に押し上げ
ることができます。

施
設
管
理
保
険
の
紹
介 

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,

,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,
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農
地
転
用
決
済
は
、
受
益
農
地
の
農

地
以
外
の
用
途
へ
の
転
用
に
よ
る
受
益

面
積
減
に
伴
う
、
残
存
受
益
農
地
（
組

合
員
）
の
負
担
増
の
解
消
の
た
め
、
即

ち
公
平
な
負
担
を
保
持
す
る
た
め
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
転
用
決
済
に

つ
い
て
、
是
非
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

今
回
の
単
価
改
正
要
因
は
、
県
営
事

業
借
入
金
及
び
国
営
事
業
地
元
負
担
金

の
決
済
金
対
象
額
の
変
更
に
よ
る
も
の

で
、
改
正
単
価
は
、
各
地
区
と
も
、
旧

単
価
に
比
べ
総
体
的
に
下
が
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
単
価
算
出
方
法
は
、
平
成

十
六
年
度
総
代
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ

た
算
定
基
準
と
単
価
改
正
の
基
本
方
針

に
基
づ
き
改
正
し
て
お
り
、
前
年
度
の

理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
平
成
十
八
年

度
通
常
総
代
会
で
承
認
さ
れ
、
平
成
十

九
年
四
月
一
日
よ
り
適
用
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

牧
之
原
畑
総
事
業
の
受
益
地
を
農
地

以
外
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
農
振
農

用
地
区
域
の
除
外
認
可
を
受
け
た
上

で
、
土
地
改
良
区
へ
の
農
地
転
用
手
続

き
が
必
要
で
す
。

こ
の
転
用
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

農
地
法
第
四
条
及
び
第
五
条
の
申
請
を

す
る
際
に
土
地
改
良
区
が
交
付
す
る
意

見
書
が
添
付
さ
れ
な
い
た
め
農
地
法
が

許
可
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
益
地
の
転
用
を
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
土
地
改
良
区
・
業
務
課
ま
で
ご
相

談
下
さ
い
。

公
共
事
業
に
よ
っ
て
受
益
地
が
転
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
例
と
し
て
、
国
・
県
・
市
道
の
新

設
・
拡
張
や
公
共
施
設
の
建
設
等
に
受

益
地
を
農
地
転
用
す
る
事
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
場
合
、
公
共
事
業
で
は
農
業

委
員
会
へ
の
転
用
申
請
が
免
除
さ
れ
る

た
め
、
土
地
改
良
区
へ
の
協
議
が
提
出

さ
れ
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
公
共
事
業
に
よ
る

用
地
買
収
等
の
話
が
あ
っ
た
際
は
、
畑

総
事
業
の
受
益
地
で
あ
る
旨
を
伝
え
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
土
地
改
良
区
へ
農

地
転
用
の
協
議
を
し
て
下
さ
い
。

組
合
員
資
格
に
変
更
を
生
じ
た
場
合

は
、
土
地
改
良
法
第
四
十
三
条
の
規
定

に
よ
り
、
組
合
員
資
格
得
喪
通
知
書
を

速
や
か
に
土
地
改
良
区
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
賦

課
金
な
ど
が
変
更
前
の
組
合
員
に
賦
課

さ
れ
た
り
、
経
営
移
譲
年
金
受
給
の
際

に
確
認
書
類
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

◎
経
営
移
譲
年
金
を
受
給
す
る
と
き

◎
農
地
の
売
買
、
贈
与
、
交
換
な
ど

所
有
権
を
移
転
し
た
と
き

◎
農
地
を
農
地
以
外
に
変
更
す
る
と

き
（
農
地
転
用
）

な
お
、
通
知
書
は
市
担
当
課
・
土
地

改
良
区
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
改
良
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

毎
年
九
月
初
旬
に
、
特
別
賦
課
金

（
工
事
負
担
金
）
を
賦
課
し
て
お
り
ま

す
が
、
組
合
等
の
希
望
に
よ
り
繰
上
償

還
を
行
う
事
が
出
来
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
申
請
書
に
記
入
の
上

改
良
区
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
一
部
出
来
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
問
い
合
わ
せ
の
上
、

提
出
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
該
年
度
の
申
請
締
め
切
り
は
、
毎

年
六
月
末
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
別
賦
課
金
は
、
九
月
末
日
に
口
座

よ
り
引
き
落
と
し
致
し
ま
す
の
で
、
必

ず
口
座
に
賦
課
金
額
を
納
入
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

も
し
口
座
引
き
落
と
し
さ
れ
な
い
場

合
は
、
振
込
に
よ
る
方
法
と
な
り
、
振

込
手
数
料
が
掛
か
る
こ
と
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

決
済
金
の
単
価
が変

わ
り
ま
し
た

年金受給 

農地を転用 

年金受給 

農地を転用 

農地を売買 農地を売買 

このような場合は 
改良区の手続き 
が必要です。 

組
合
員
資
格
の
変
更
は

得
喪
通
知
書
を

特
別
賦
課
金
に
つ
い
て

決
済
金
単
価
の
改
正
に
つ
い
て

農
地
を
転
用
す
る
場
合
は

改
良
区
の
手
続
を

公
共
事
業
に
よ
る
転
用
も

改
良
区
と
の
協
議
が
必
要
で
す

得
喪
通
知
書
の
提
出
が

必
要
な
場
合
と
は

繰
上
償
還
す
る
に
は

賦
課
金
の
納
入
の
お
願
い

農
地
転
用


